
感染制御部 中村造
task300@tokyo-med.ac.jp

抗菌薬①

初期研修医
感染症レクチャー

2020.6.26



良く使用する抗菌薬



主な抗菌薬

• ペニシリン系

• セフェム系

（セファロスポリン＋セファマイシン）

• カルバペネム系

• ニューキノロン系

• アミノグリコシド系

• マクロライド系

• 抗MRSA薬



各種抗菌薬とPK-PDパラメータ

血中濃度

時間

MIC

Cmax/MIC

AUC24h/MIC

Time above MIC
(%TAM)



1日何回投与するか

抗菌薬

ペニシリン アミノグリコシド マクロライド

セフェム （キノロン） キノロン

カルバペネム

殺菌作用 時間依存性 濃度依存性 濃度依存性

パラメータ T＞MIC Cmax/MIC AUC/MIC

1日1回，
1回投与量は多く

1日量を
分割して投与



グラム陽性球菌 グラム陽性桿菌

グラム陰性球菌 グラム陰性桿菌

グラム染色による菌分類を
思い出す
• 臨床で問題となる菌は

グラム陽性球菌とグラム陰性桿菌



GPC

Cluster

ブドウ状

Coaglaze negative 
Staphylococcus:CNS

(S. epidermidisなど)

MSCNS

MRCNS

Staphylococcus aureus

MSSA

MRSA

Chain

連鎖状

Streptococcus
α，β，γ溶血

Streptococcus 
pneumoniae

Enterococcus

Enterococcus
faecalis

Enterococcus
faecium

グラム陽性球菌



グラム陰性桿菌

GNR

腸内細菌科

(ガス産生菌)

E.coli

Klebsiella spp.

Proteus spp.

Serratia spp.

Citrobacter spp.

Enterobacter spp.

ブドウ糖非発酵菌

(ガス非産生菌)

Pseudomonas aeruginosa

Acinetobacter spp.

Stenotrophomonas maltophilia

Burkholderia CapaciaHaemophilus influenzae

※糖を発酵→ガスが出る



スペクトラムの幅

GPC GNR 嫌
気

非定
型MRSA 腸球菌 連鎖球菌 MSSA E・K・P・S・C・E 緑膿菌（GNFR）

PCG

ABPC

ABPC/SBT

PIPC

PIPC/TAZ

E.coli・K.pneumoniae・Proteus sp.・Serratia sp.・Citorobacter sp.・
Eneterobacter sp.耐性低 耐性高

Spectrumの幅を覚えるのがまずは分かりやすい

MRSA，腸球菌，緑膿菌，嫌気性菌がkey 



スペクトラムの幅

GPC GNR
嫌
気

非定
型

MRSA 腸球菌 Strep MSSA E・K・P・S・C・E 緑膿菌（GNFR）

感染性
心内膜炎

市中肺炎

院内肺炎

腎盂腎炎

蜂窩織炎



βラクタム系

• 細胞壁に作用⇔殺菌的

• 旧世代から新世代になるにつれGNRに強くなる

• 非定型肺炎を起こす菌には効かない

細胞内寄生 （レジオネラ）

細胞壁がない（マイコプラズマ，クラミジア）

• βラクタマーゼ産生菌の問題

• MRSAには全滅



βラクタマーゼ
• 細菌が産生する酵素

• β‐ラクタム環を分解し、抗菌薬を不活化する

• 多くのグラム陰性桿菌・嫌気性菌に抗菌薬が効か
ないのはこの酵素によることが殆ど．

• βラクタマーゼを阻害する阻害剤を抗菌薬にあら
かじめ配合しておけば抗菌薬が不活化されない．

（βラクタマーゼ配合剤）

β‐ラクタマーゼによ
り分解される。



①ペニシリン系

②セフェム系

③カルバペネム系

④モノバクタム系
ペニシリン系

βラクタム環

βラクタム薬



ペニシリン系

薬品名 採用品名 略語

ペニシリンG ペニシリンG PCG

アンピシリン ビクシリン ABPC

アンピシリン・スルバクタム ユナシン ABPC/SBT

ピペラシリン ペントシリン PIPC

ピペラシリン・タゾバクタム ゾシン PIPC/TAZ



ペニシリンG PCG

• グラム陽性菌に有効

• 連鎖球菌に有効

• 横隔膜より上の嫌気性菌にも有効

• ブドウ球菌はβラクタマーゼ産生のことが多い
ため耐性傾向



PCGのスペクトラムの幅

GPC GNR 嫌
気

非定
型MRSA 腸球菌 Strep MSSA E・K・P・S・C・E 緑膿菌（GNFR）

PCG

ABPC

ABPC/SBT

PIPC

PIPC/TAZ

E.coli・K.pneumoniae・Proteus sp.・Serratia sp.・Citorobacter sp.・Eneterobacter sp.
耐性低 耐性高



• アンピシリンABPC

• アモキシシリンAMPC：経口

• PCGに腸球菌へのスペクトラムを強化

• 時々、大腸菌

• 抗緑膿菌作用なし

アミノペニシリン



スペクトラムの幅

GPC GNR 嫌
気

非定
型MRSA 腸球菌 Strep MSSA E・K・P・S・C・E 緑膿菌（GNFR）

PCG

ABPC

ABPC/SBT

PIPC

PIPC/TAZ

E.coli・K.pneumoniae・Proteus sp.・Serratia sp.・Citorobacter sp.・Eneterobacter sp.
耐性低 耐性高



βラクタマーゼ阻害薬配合剤①

• アンピシリン・スルバクタム ABPC/SBT

• アモキシシリン・クラブラン酸 AMPC/CVA；経口

• ブドウ球菌の多く、グラム陰性桿菌の多くは

βラクタマーゼを産生する

• 嫌気性菌の多くも、βラクタマーゼを産生する



スペクトラムの幅

GPC GNR 嫌
気

非定
型MRSA 腸球菌 Strep MSSA E・K・P・S・C・E 緑膿菌（GNFR）

PCG

ABPC

ABPC/SBT

PIPC

PIPC/TAZ

E.coli・K.pneumoniae・Proteus sp.・Serratia sp.・Citorobacter sp.・Eneterobacter sp.
耐性低 耐性高

ABPCはSBTの補助が
あればPEKに効く



• ピペラシリンPIPC

• 経口剤はない

• ABPCの腸球菌作用を持ちつつ

抗緑膿菌作用のある合成ペニシリン

ピペラシリン



スペクトラムの幅

GPC GNR 嫌
気

非定
型MRSA 腸球菌 Strep MSSA E・K・P・S・C・E 緑膿菌（GNFR）

PCG

ABPC

ABPC/SBT

PIPC

PIPC/TAZ

E.coli・K.pneumoniae・Proteus sp.・Serratia sp.・Citorobacter sp.・Eneterobacter sp.
耐性低 耐性高



• ピペラシリン・タゾバクタム PIPC/TAZ

• 経口剤はない

• ABPCの腸球菌作用を持ちつつ

抗緑膿菌作用のある合成ペニシリン

• βラクタマーゼ産生菌にも有効

ブドウ球菌、多くのグラム陰性桿菌

嫌気性菌

βラクタマーゼ阻害薬配合剤②



GPC GNR 嫌
気

非定
型MRSA 腸球菌 Strep MSSA E・K・P・S・C・E 緑膿菌（GNFR）

PCG

ABPC

ABPC/SBT

PIPC

PIPC/TAZ

E.coli・K.pneumoniae・Proteus sp.・Serratia sp.・Citorobacter sp.・Eneterobacter sp.
耐性低 耐性高

スペクトラムの幅



この形式で他の抗菌薬も分類

• 抗菌薬の名前はなんとかして覚える

• 次は難関のセフェム

略語 薬品名

第1世代 CEZ セファゾリン

第2世代 CTM セフォチアム

（2.5世代） CMZ セフメタゾール

第3世代 CTRX セフトリアキソン

（3.5世代） CAZ セフタジジム

第4世代 CFPM セフェピム



• 抗菌薬を知るには、代表的薬剤のスペクトラム
を覚える

• MRSA、腸球菌、緑膿菌、嫌気性菌がkey

• βラクタマーゼが大切

Take Home Message


